
はじめに

心理学や教育学では，「新しい授業方法は学習成果を高めるのか」「心理的支
援は抑うつ症状を改善するのか」といった因果的な問いが数多く立てられます。
しかし，データに差や関連が見られても，それだけで因果関係が示されたとは
いえません。観測された違いには，介入の効果だけでなく，対象者にもともとあっ
た違いや第三の要因が反映されている可能性があるためです。
因果推論とは，どのような条件のもとで，観測された差や関連を因果効果と

して解釈できるのかを考えるための枠組みです。心理学では，実験研究を通し
て無作為化や剰余因子の統制が重視されてきました。一方，教育研究では，倫
理的・実践的な制約から実験が難しく，観察研究に依拠する場面も少なくあり
ません。本書では，実験研究と観察研究を，「どのような根拠にもとづいて因果
効果を推論するのか」という共通の視点から整理します。
本書の目的は，個々の分析手法を網羅することではありません。研究上の問

いを明確にし，適切な測定と研究デザインを選び，必要な仮定を確認したうえ
で，分析結果を解釈できるようになることを目指します。分析方法は，研究上
の問いに答えるための手段の一つにすぎません。本書で目指す「ステップアップ」
とは，新しい分析手法を覚えることではなく，分析法の背後にある原理を理解し，
研究上の問いに応じて自ら判断できるようになることです。
主な読者として，心理学や教育学を学び，量的な卒業研究やゼミ研究に取り

組む学部3・4年生を想定しています。仮説検定，分散分析，重回帰分析などの
基礎的な統計解析を学び，Rで実行した経験があることを前提とします。ただし，
本書で扱う考え方は，心理学や教育研究に限らず，社会科学，看護学，ヘルス
サイエンスなど，人を対象とする幅広い実証研究にも応用できます。
第1章では，測定の妥当性と信頼性，母集団と標本，識別と推定，内的妥当

性と外的妥当性といった量的研究の基本を扱います。続いて，ルービンの因果
モデル，無作為化実験，実験計画法，傾向スコア法，パールの構造的因果モデ
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ルを学びます。最終章では，研究上の問いから結果の解釈まで，因果推
論を実践するための考え方をまとめます。また，巻末付録では，本書で
必要な最低限の数学を解説しています。分析にはR言語を用いますが，R
言語の文法やRStudioの基本操作，プログラミングそのものは扱いません。
第4章で使用するデータセットと関連資料は，Open Science Framework
（OSF）上で公開します（https: / / o s f . i o / h n z s 7 / o v e r v i e w）。
本書の執筆にあたり，多くの方々からご支援とご助言をいただきま

した。熊本県立大学学長の堤裕昭先生には，私の研究室へ直接内線をお
かけくださり，オーエムエス出版をご紹介いただきました。このご縁が，
本書の出版につながりました。心より御礼申し上げます。バージニア工
科大学の宮崎康夫先生と岡山大学の山本康裕先生には，バージニア工科
大学の関係者で続けてきた因果推論の勉強会でお世話になったご縁から，
初期原稿へのコメントをお願いしました。いただいたご助言は，本書の
内容と説明を見直すうえで大きな助けとなりました。熊本県立大学総合
管理学部の学生の皆さん，特に中村優斗さんには，初期原稿をお読みい
ただき，率直な質問や意見を寄せていただきました。読者がどこでつま
ずきやすいのかを知るうえで，たいへん貴重な示唆となりました。本書
を出版する機会をくださったオーエムエス出版の新居誠様，編集にあた
り多くのご助言とご支援をいただいた同社の高橋素行様にも，深く感謝
申し上げます。
最後に，本書に残された誤りや不十分な点は，すべて著者の責任です。

本書が卒業研究だけでなく，その後も実証研究について考える際に読み
返していただける一冊となれば幸いです。

2026年7月　堀 一輝

3

 


	はじめに
	第1章 量的研究法の基礎
	1.1 量的研究とは何か
	1.2 測定の妥当性と信頼性
	1.3 母集団と標本
	1.4 識別と推定
	1.5 内的妥当性と外的妥当性
	1.6 本書の構成
	1.7 本章のまとめ

	第2章 ルービンの因果モデル
	2.1 潜在結果変数
	2.2 個体処置効果と因果推論の根本問題
	2.3 平均処置効果
	2.4 平均処置効果の識別条件
	2.5 SUTVA
	2.6 本章のまとめ

	第3章 無作為化実験
	3.1 実験・準実験・観察研究
	3.2 無作為化実験とSUTVA
	3.3 無作為化実験と識別条件
	3.4 無作為化実験における平均処置効果の推定
	3.5 平均処置効果の推定の不確実性
	3.6 平均処置効果の不確実性の評価
	3.7 本章のまとめ

	第4章 実験計画法と分散分析
	4.1 分散分析
	4.2 第一種の過誤と検定の多重性
	4.3 多重比較
	4.4 第二種の過誤と検出力
	4.5 実験計画法
	4.6 基本的な実験デザイン
	4.7 本章のまとめ

	第5章 観察研究と傾向スコア
	5.1 観察研究における因果推論
	5.2 交絡と共変量の分布
	5.3 条件付き交換可能性
	5.4 次元の呪いと傾向スコア
	5.5 傾向スコア分析の流れ
	5.6 調整する共変量の選択
	5.7 傾向スコアの推定
	5.8 共変量バランスの診断
	5.9 共変量の調整と因果効果の推定
	5.10 本章のまとめ

	第6章 パールの構造的因果モデル
	6.1 構造方程式
	6.2 因果ダイアグラム
	6.3 有向分離
	6.4 バックドア基準
	6.5 本章のまとめ

	第7章 因果推論の実践
	7.1 因果推論の実践における総合性
	7.2 研究上の問いを因果的な問いへ整える
	7.3 処置・結果・共変量を定義して測定する
	7.4 因果効果の推定を支える仮定を明示する
	7.5 因果効果を推定して解釈する
	7.6 因果推論の結果を実践・社会・倫理の文脈で考える
	7.7 因果推論を妥当化のプロセスとして捉える
	7.8 本章のまとめ

	付録A 本書で必要な最低限の数学
	A.1 本付録について
	A.2 本付録で用いるデータ
	A.3 確率変数と処置の割当
	A.4 同時確率・周辺確率・条件付き確率
	A.5 期待値と条件付き期待値
	A.6 独立性と条件付き独立性
	A.7 全期待値の法則と標準化
	A.8 重み付き平均と逆確率重み付け

	参考文献
	索引

